
日本建築学会北海道支部2008度第2回常議員会議事録（案） 

記録：加藤 

  

日時：平成20年 10月 21日（木）18:30～19:30 

場所：北海道建設会館ビル 支部事務所会議室 

出席：支部長：星野 

常議員：伊東、佐伯、岩田、長谷川、大澤、小椋、川村、小澤、菅原、中渡、加藤 

代議員：城 

事務局：菊地 

 

 

Ⅰ 配付資料 

① 前回（2008年度第1回常議員会）議事録(案) 資料2-1 

② 理事会・支部長会議報告 資料2-2 

③ 支部経理報告 資料2-3 

④ 第33回北海道建築賞の報告について 資料2-4 

⑤ 第28回北海道建築作品発表会について 資料2-5 

⑥ 2008年度支部共通事業設計競技「記憶の器」全国入選の報告について 資料2-6 

⑦ 構造・材料施工専門委員会主催見学会について 資料2-7 

⑧ 都市計画専門委員会主催見学会について 資料2-8 

⑨ 2009年度建築文化週間及び特定課題研究委員会募集について 資料2-9 

⑩ 特色ある支部活動について 資料2-10 

⑪ 次期役員選挙（代議員及び常議員）について 資料2-11 

 

司会：伊東 

Ⅱ 議事内容 

・議事に先立って支部長よりご挨拶があった。 

１ 前回（2008年度第1回常議員会）議事録（案）の確認 （小澤／資料2-1） 

「10.その他」の項目「・学会大賞の本部への推薦について、北海道支部と本部の教育委員会との共

同推薦として、柴田先生を推薦できないだろうか？（城）」とあるのは、「・学会大賞について、柴田

拓二先生を本部へ推薦する場合には、北海道支部と本部の教育委員会との共同推薦としてはどう

か？」に改めてもらいたい（城）→了承される。 

・各委員会のHPは、新しい内容に更新されていることを確認した（星野）。 

 ２ 理事会・支部長会議報告      （星野／資料2-2） 

・ 公益社団法人と一般社団法人のいずれかを選択する件については、10 月段階で結論が出ていな

い。12 月の理事会で方向性が出るのではないか。経理規則は改正し、2009 年度より新しい仕組

みに従う必要がある。支部の予算書は1/15までに提出する必要がある。 

・ 今年３月の総会では、公益法人の場合、公益目的事業費率が50%以上であること（支部も含め）、

建築会館の家賃収入に影響が出ることなどが指摘された。このことについて確認してもらいたい

（城）→12月の方針決定を受けて確認する（星野） 

・ 正会員の減少が鈍る傾向にある。これは、デザイン発表会、大会の論文発表、設計競技などで会

員数が増加したためではないか。中国大会の発表数は過去最高であった。 

・ 「特色ある支部活動」には北海道支部 2 件を含む 10 数件の応募があった。次回の支部長会議で

報告される予定。 

 

 



３ 2008年度収入状況・支出状況・収支対応表について （菊地／資料2-3） 

・ 7-9月では、収入・支出とも大きな動きはない。 

・ 9月は建築文化週間で160,000円（80,000円×2本）の支出があった。 

・ 現況は、予算案とほぼ同じで変更はないことが報告された。 

４ 第33回北海道建築賞の報告について  （伊東／資料2-4） 

・ 北海道建築賞受賞者決定の報告があった。 

５ 第28回北海道建築作品発表会について  （伊東／資料2-5） 

・作品募集の要項の報告があった。 

６ 2008年度支部共通事業設計競技「記憶の器」全国入選の報告について  （伊東／資料2-6） 

・入選案の報告があった。北海道地区より佳作が１作品選ばれた。 

７ 構造・材料施工専門委員会主催見学会について  （長谷川／資料2-7） 

・ 見学会の報告があり承認された。    

８ 都市計画専門委員会主催見学会について  （伊東／資料2-8） 

・ 見学会の報告があり承認された。 

９ 後援会依頼について  （伊東） 

・ 11件の後援依頼があり承認された。 

１０ 日本建築学会大賞候補者の推薦について  （星野・中渡） 

・ 学術委員会では、特に推薦者に関する意見は出なかった。（中渡） 

・ 今後星野支部長と角学術委員会主査と協議の上、常議委員会で報告する。（星野） 

１１ 2009年度建築文化週間及び特定課題研究委員会募集について  （中渡／資料2-9） 

・ 学術委員会より、建築文化週間企画案を１点、特定課題研究委員会申請書２点を常議委員会にあげ

ることが報告された。 

１２ 特色ある支部活動について （星野／資料2-10） 

・ 現在本部で審査中であることが報告された。 

 １３ 次期役員選挙（代議員及び常議員）について （伊東／資料2-11） 

・ 次期役員選挙のスケジュールと定員について報告された。（伊東） 

・ 常任幹事も平行して人選の作業を進めるのが望ましい。（菊地） 

・ 有望な人員を早めにリストアップして選考を進めるべき。（城） 

・ 常任幹事会で選考作業を行うとともに、退任する方からの推薦をお願いする予定。（伊東） 

 １４ その他 

・ 次回常議員会：12月 16日18：30〜  

・ 終了後に忘年会を予定（案内は後日）。 

  

 

以上 


